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研究の目的

目的
実際に動かしておかしいところを探す.

なぜそのような結果になるかを考える.
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実験結果 1

結果
アレルギーや抜いてほしい食材を選択したら, ちゃんと抜いてくれる
ように修正した.　図 1では, 「乳」が成分として含まれているものを
抜いている.

図では一つだけだが, 複数選択した場合でも抜いてくれる.

結果

図 1: 乳が入っているものを削除
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実験結果 2

結果
残された料理から, 選ばれた献立の料理名と表示されたレシピナンバーが一
致するように修正した.

図 2: 選ばれた献立
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課題
今後の課題
いろいろ修正したため, 選択した献立とそのレシピナンバーが表示された,
以降の結果がでなくなってしまった.

図 3: csv書き込みのコード

図 4: .確認用の printを追加した



1. はじめに

2. 実験結果

3. 実験結果

4. 課題

7. まとめ

6/6

まとめ
今後すること

修正作業
今は Flaskを使用しているが xamppでもできるか考慮してみようと
思う
組み込めそうな論文・プログラムを surveyしているが, まだ決め切れ
ていないので続ける.
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